
【基盤研究（Ｓ）】

なぜこの研究を⾏おうと思ったのか（研究の背景・⽬的）

⽇本列島の森林⽣態系の形成過程の解明

●研究の全体像
⽣態系サービスと⾔われる⾃然からの恩恵は⼤きく、空気、⽔、⾷料、エネルギー、医薬品など地球全体で
年間約125兆⽶ドルにのぼり、昆⾍などの受粉によって⽣産される農産物の⽣産額は、世界全体で年間約
6兆ドルにのぼると⾔われている。特に森林には陸域の⽣物種の70％以上が⽣息しており、この多様な⽣物
種は⽊材、キノコ、⼭菜など多くの資源を⼈類に提供している。また森林の⽣物多様性は近隣の農産物⽣
産の病害⾍の抑制や花粉媒介などにも関与していると⾔われている。
しかしながら、⼈間活動により地球規模の気候変動が⽣じ、森林⽣態系の破壊は進み、⽣物多様性にも
⼤きな影響を与えている。森林保護地域のうち森林⽣態系保護地域は世界⾃然遺産などを中⼼に指定さ
れているが、遺伝的に重要な森林がどこかはほとんど把握されていない。これらの森林は過去の地球レベルの
気候変動に伴う分布変遷の影響を強く受けて現在に⾄っている（図１）。そのため、これまでの系統地理学
的研究結果では同じ種内でも明瞭な遺伝的勾配が存在する場合がほとんどで、遺伝的多様性も起源的な
集団ほど⾼い傾向にある。このため多数の森林⽣物種を同じ遺伝学的⼿法及びモデルベースの統計学的⼿
法で調査することにより、⽇本の森林⽣態系の成り⽴ちが明らかにできると考えている（図２）。またこの成
果は我が国の森林⽣態系の遺伝的多様性や固有性が⾼いホットスポットも明らかにでき、保全指針の策定
にも活⽤できる。
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図１ モミ属3種の最終氷期から現在までの分布変遷

現 在

6000年前

最終氷期

（約2万年前）

緯 度

遺
伝
的
多
様
性

0

0.1

0.2

0.3

34 36 38 40 42 44 46

集団間の遺伝的多様性

鰺ヶ沢

石巻

仁別

佐渡

愛鷹

河津

美女平

芦生

新宮

魚梁瀬

隠岐

安蔵時

鬼の目

屋久島

AG
Z

ASH

YKU

YN
S

KW
ZAST

ISNSN
G

ON
N

AZJ

OK
I

BJD

DN
D

NB
T

A
JG

KC
H

石巻

佐渡

愛鷹
河津

美女平
芦生

新宮

魚梁瀬

隠岐

安蔵時

鬼の目

屋久島

鰺ヶ沢

仁別

ウラスギ

オモテスギ

遺伝構造解析 地域集団の系統解析
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地域集団の近交度
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集団動態推定

図２ 種内の遺伝解析の例

この研究によって何をどこまで明らかにしようとしているのか

我が国の森林⽣態系の成⽴過程を解明するために⽇本の亜寒帯、冷温帯、暖温帯、亜熱帯を代表する
多くの樹種および森林昆⾍を対象として研究材料を集約及び収集する。これらを⽤いて統⼀的なMIG-seq
解析を⾏い、遺伝的多様性、遺伝的地域性、遺伝グループの分岐年代推定、集団動態を明らかにする。ま
た解析した全種の遺伝結果を類型化する。種間や種内集団間の分岐年代については種分布モデル
（SDM）や化⽯情報から検証及び補正を⾏い、正確な分岐年代の推定を⾏う。本研究で得られる遺伝
的多様性や遺伝的地域性情報およびSDMの結果などを⽤いて、統合モデルでの統合的解析により遺伝的
地域性等のパタ ーン化・種間関係の詳細な解明を⾏う。産地試験林も活⽤して種分化、遺伝的分化に関
わる遺伝⼦の探索も⾏う。これらを通じて⽇本の森林⽣態系の形成過程を明らかにして、地球温暖化などに
よる将来の森林⽣態系の姿を予測する。
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種間の系統関係と遺伝的多様性対象種全体の遺伝的多様性のイメージ図
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